
KISOGPのデータを利用した 
突発天体サーベイ 

前原裕之（国立天文台・岡山）、KISOGPチーム 



KISOGPの観測  木曽シュミット望遠鏡とKWFCカメラ 
 320平方度（２度刻みに 
並べて80視野） 

 3年間に約40回の反復観
測( I バンド)を行う計画 

 限界等級17等(S/N=30) 
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KISOGPのサーベイ範囲 
• 北半球の銀河面の比較的深いサーベイ 

–北半球の銀河面の反復観測を行う変光天体サーベ
イとしては現時点では一番深いサーベイの一つ 

Catalinaサーベイの発見した
約8000個の突発天体（超新

星、新星など）と、銀河面の
各変光星探査の領域 



木曽でのこれまでの観測 
• 2012年4月から観測を開始 

– 毎月5～10日間のアロケート (満月付近) 

• 観測実績 
– 平成24年度 74 nights / 6846 exposures 
– 平成25年度 69 nights / 5635 exposures 
– 平成26年度 130 nights / 6663 exposures 

• 平成26年度から自動観測がスタートしたことで、隙間時間を利用した観
測ができたため観測頻度が増加 

• 2015年3月までの3年間で1領域当たり34-73回程度の反復
観測を実施 

銀経120度あたりの
観測視野の様子 



平成27年度からの観測 

• 1領域あたり月1回の観測（全領域対象） 

– 長周期変光星 

• 銀経70-80°の範囲は観測できる場合は毎日観測 

– 銀河面（銀緯0°）＋Cygus OB（銀緯+2°） 

– 突発天体、YSOなど 

• 4-6月で20夜、62領域、561露出 



KISOGPデータの突発天体検出への応用 

• 現在の観測：1視野あたり４ dithering 
– 所要時間：12.5分 

• 検出した全天体（1exposureあたり~105）について 
– 2回以上の検出があるものを選択 

 

 

– 過去90日以内の検出の有無をチェック 
• 検出がなければ新天体候補と認定 

 

 

– 過去60日以内の検出がある天体について、平均光度を計算 
• 観測時の光度と0.5等以上の差があれば増光/減光天体候補と認定 



突発天体検出への応用 

• 検出した天体のリストをHTML形式で出力 

–個々の天体のlight curveへのリンク等を作成 



検出天体の例 

• ミラ型星の増光部分 



検出天体の例 

• 食連星 
P=42.08d 



検出天体の例 

• セファイド 
P=24.033d 



検出天体の例 
• 矮新星（V1363 Cyg） 



検出天体の例 
• YSO or (AGN候補天体 WISE, 2MASS, RASS (W2R)) 



検出天体の例 
• フレア星 



誤検出の例（１） 

MITのチップとSITeのチップで明るい星の

まわりのハロの出方が違うことが測光結
果に悪影響を与えている 
 

同一の種類のチップの結果のみを用いて
比較する必要あり 



SITe 

MIT 



誤検出の例（２） 

シーイングサイズの違いで近接する星の
影響が出てしまっている 



検出にかかる時間 

• 視野内の天体数にほぼ比例して増加 

– 2×105個で15分程度 
• 4分割して並列処理した場合 

– 並列処理した場合でぎりぎり撮像時間と同程度 
• 過去の観測データの検索に時間がかかる 

• 105個の検出天体について8×108件の過去データから検索する
ため 

 

• 3年分の全観測から検出天体のカタログを作成中 

– 検出天体カタログとの比較にすれば検索対象のデータが
1/100程度になるため高速化が期待できる 



平成27年4-6月の検出実績 

• Mira/SR：35天体（うち既知天体８星） 

• Cepheid：3天体 

• Eclipsing binary: 32天体 

• YSO?：5天体 

• Stellar flare: 1天体 



近赤外測光・可視近赤外分光観測 
• 国立天文台 岡山天体物理観測所 188cm望遠鏡 

– KOOLS（可視低分散分光）、ISLE（近赤外線測光・分光） 

– 2013年10月（KOOLS・5晩） 

– 2014年1～2月（KOOLS・5晩、ISLE・5晩） 

– 2014年9～12月（KOOLS・5晩、ISLE・7晩） 

– 2015年1～2月（KOOLS・3晩、ISLE・5晩） 

– 2015年5月（KOOLS・2晩） 

• 兵庫県立大学 西はりま天文台 なゆた望遠鏡 
– MALLS（可視中低分散分光） 

– 2013年11月（MALLS・4晩） 

– 2014年8月(MALLS・ 4晩)、10月(MALLS・ 5晩) 

岡山・188cm望遠鏡 西はりま・なゆた望遠鏡 



KISO J224834.4+582908 
This object is identical to a 
planetary nebula candidate 
(PN K 4-57 = PN 107-00.1) 

FG Sge / V605 Aql / 
V4334 Sgr-like object ??? 



Optical spectrum (OAO 188/KOOLS) 

JD 2456976 

Hα輝線以外には目立った
輝線/吸収線はない 



Optical spectrum 

[N II] 658.4 

Hα 



J-band spectrum (OAO 188/ISLE) 

Pa β JD 2457034 

青側に吸収成分？ 
(v~-400 km/s) 



K-band spectrum (OAO 188/ISLE) 

Br γ 

JD 2457034 



Pre-outburst spectrum 

García-Hernández & Górny A&A 567, A12 (2014) 

惑星状星雲ではなく共生星であると指摘 



J2248の増光 
• J２２４８は共生星 

– 白色矮星と赤色巨星の連星 

– 増光前の輝線 
 ⇒白色矮星からの紫外線で赤色
巨星から放出された物質を電離 

– 増光 

 ⇒新星爆発 

– 増光後のスペクトル 
 ⇒新星爆発の極大期のスペクトル
はF型超巨星と似たものになる 

 ⇒連続光成分が増加＋温度が下
がるので、高励起輝線はほとんど見
えなくなる 

 ⇒-400km/sは減光の遅い新星とし
ては典型的な膨張速度 

 



Ic, J, H, Ks light curve 

2014/12ごろから急速に減光 
短波長ほど減光幅が大きい 



JHKs-bandの減光幅の違い 

ΔJ＝1.2 

ΔH＝0.8 

ΔKs＝0.7 

ΔKs＝0.4 

J,H-bandでは増光前に近い明るさまで減光 
Ks-bandでは増光前よりも明るい 



J2248の急減光 

• J, H, Ks-bandの測光観測 

–長波長側ほど減光幅が小さい 

• J,H-bandは増光前の明るさ近くまで減光 

• Ksは増光前よりも0.4等程度明るい 

ダスト形成が起きて急減光が生じた可能性を示唆 

• 減光時のスペクトル 

– Paβの等価幅には大きな変化は無かった 

V1280 Sco 



まとめ 

• KISOGPの観測データから突発的な増光・減光を示
す天体を探すプログラムを開発 

– 撮像と同程度の時間で検出 

→ 比較用カタログの整備で高速化を図る予定 

– CCDチップの違いによる差などの問題点 

 

• ミラ型星、食連星が大部分だがYSOや共生星などの
興味深い天体も見つかっている 


